
区が学校跡施設として活用を想定しうる施設等の類型化　（参考：例示）

Ａパターン （教育・研修） Ｃパターン （医療）

● （仮称）学校教育支援センター ● 病床数の確保【医療施設の充実】

【教職員の研究・研修事業、教育相談事業の拡充】 ● 仮設用地としての確保

● （仮称）防災カレッジの拠点化【人材育成】 【区立施設等の建替え等の場合の将来への準備】

● 地域福祉パワーアップカレッジの拠点【人材育成】 ※病床数確保までの暫定的活用

Ｂパターン （福祉） Ｄパターン （活力）

● （仮称）こども発達支援センター ● 民間施設の導入

【発達障害に対する早期発見・療育の機能強化】 【地域経済の活性化・区民雇用の創出】

● その他福祉系施設等

※組み合わせパターンは、あくまでイメージであり、検討の素材として作成したものです。
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